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ﾍﾞｯﾄﾞ角度と体圧,皮膚血流変化 A112
圧(kPa) 血flow 血mass 血vel. 角度(°)

血流完全阻害圧

１０．７１０．７１０．７１０．７kPa

血流阻害始め圧

３．４３．４３．４３．４kPa

Ａ’測定対象領域

最大mass／24.8

Ａ最大流量

flow／19.6

E'1:mass／16

６５６５６５６５％

E1：flow／15.2

７８７８７８７８％

E’2：mass／7E2:flow／3.4
E'3：mass／5E3:flow／2.3

１１１１ 仰臥位 ２２２２ 仰臥位 ３３３３ 仰臥位

皮膚へ垂直加圧

血流変動圧範囲

阻害時

flow／3.3

体圧 →
（体重+接触せん断応力）

阻害時

体圧体圧体圧体圧

１２．２１２．２１２．２１２．２ｋPa

体圧体圧体圧体圧

１２１２１２１２ｋPa
体圧体圧体圧体圧

５５５５ｋPa

側臥位で加圧特性

体圧・血流測定システム A0203-0010T による測定

パンフレットのギャッチアップデータをデータ処理

flow A: 19.6 E÷A＝ ○％ mass A': 24.8 E'÷A'＝ ○％

下り始め圧 3.4 最大 19.6 最大 24.8
完全阻害圧 10.7 下り始め圧 完全阻害圧 阻害 3.3 阻害 14.2

1 5.0 kPa 1.5 0.5 E１：15.2/460% E'1： 16/113%

2 12.0 kPa 3.5 1.1 E２： 3.4/103% E'2： 7/49%

3 12.2 kPa 3.6 1.1 E３： 2.3/70% E'3： 5/35%

仰臥位 78% 65% 血管を圧迫した際、通り道が細く
なり速度Velocityが速くなり、流
量flowに反比例する場合がある
為。

（ｷﾞｬｯﾁﾀﾞｳﾝ後） 17% 28%
（再ｷﾞｬｯﾁﾀﾞｳﾝ後） 12% 20%

速度Vel.は部分を計測である
為、繁栄しないmassで比較する
のが望ましい。

体圧と皮膚血流　massはvolumeと表す場合もある

垂直加圧試験→
体圧比 100% 基準 100% 基準

16% 57%

0 
0 120 240

時間経過
２８２８２８２８％１７１７１７１７％

E'3：mass／5

２０２０２０２０％

E3:flow／2.3

１２１２１２１２％
flow／3.3 mass／14.2

（垂直加圧で）（垂直加圧で）（垂直加圧で）（垂直加圧で）完全に血流阻害する圧力完全に血流阻害する圧力完全に血流阻害する圧力完全に血流阻害する圧力

10.7ｋｋｋｋPaのののの１．１倍１．１倍１．１倍１．１倍の体圧であるの体圧であるの体圧であるの体圧である
血流量血流量血流量血流量flowがががが１２～１７％１２～１７％１２～１７％１２～１７％に減少に減少に減少に減少

massの減少が影響の減少が影響の減少が影響の減少が影響
血液組織血液組織血液組織血液組織massがががが２０～２８％２０～２８％２０～２８％２０～２８％に圧縮に圧縮に圧縮に圧縮評価


